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展示オープンセレモニーのテープカット

『殉教者』にサインをする加賀乙彦会長

　

 

報
告
―
―
第
17
回
遠
藤
周
作
原
点
の
旅
（
５
月
21
日
～
22
日
）

✍『
沈
黙
』
の
舞
台
長
崎
を
訪
ね
て

れ
た
元
外
海
町
長
の
東
満
敏
さ
ん
、
沈
黙
の

碑
設
立
に
奔
走
さ
れ
た
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の

大
竹
豊
彦
さ
ん
た
ち
。

　

午
後
１
時
か
ら
、
文
学
館
の
ホ
ー
ル
で
、

「
遠
藤
周
作
没
後
20
年
、『
沈
黙
』
刊
行
か
ら

50
年
」
記
念
の
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
は

長
崎
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
列
席
の
方
々
の

紹
介
が
あ
っ
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
い

よ
い
よ
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る
加
賀
会
長
の

講
演
。
演
題
は
、「『
沈
黙
』
か
ら
『
深
い
河
』

ま
で
」。

　

遠
藤
周
作

の
人
と
文
学

に
つ
い
て
、

多
く
の
人
は

そ
れ
ぞ
れ
に

知
っ
て
は
い
る
が
、
加
賀
会
長
か
ら
見
た
遠

藤
周
作
は
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
加

賀
会
長
は
、
遠
藤
周
作
を
代
父
と
し
て
受
洗

さ
れ
、『
高
山
右
近
』
ほ
か
、『
沈
黙
』
の
世
界

と
係
わ
る
文
学
作
品
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
最
新
作
の
『
殉
教
者
』
は
、
ペ
ト

ロ
岐
部
カ
ス
イ
の
生
涯
を
描
い
た
、
書
き
下

し
の
長
編
小
説
。

　

ペ
ト
ロ
岐
部
は
、
国
東
半
島
の
豪
族
岐
部

氏
の
出
身
。
父
母
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
、

天
正
15
年
（
１
５
８
７
）
に
生
ま
れ
、
洗
礼

名
を
ペ
ト
ロ
と
さ
れ
た
。
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ

オ
で
学
び
、
や
が
て
長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
を
経

て
マ
カ
オ
へ
渡
り
、
さ
ら
に
マ
ラ
ッ
カ
か
ら

イ
ン
ド
の
ゴ
ア
へ
。
次
い
で
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

か
ら
陸
路
を
辿
り
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
経
由
し

て
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
を
踏
み
、さ
ら
に
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
へ
と
歩

を
進
め
、
つ
い
に
ロ
ー
マ
に
至
っ
た
。

　

も
っ
と
も
『
殉
教
者
』
に
つ
い
て
は
、
多

く
を
語
ら
れ
な
か
っ
た
。『
沈
黙
』
を
出
発

点
と
し
、遠
藤
文
学
の
集
大
成
と
い
え
る『
深

い
河
』
ま
で
を
話
さ
れ
た
が
、
１
時
間
と
い

う
時
間
し
か
な
く
、
残
念
で
あ
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
、
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団

「
無
鹿
」
に
よ
る
童
謡
の
メ
ド
レ
ー
。
童
謡

は
い
つ
聞
い
て
も
心
が
和
む
。
な
お｢

無
鹿｣

は
、
今
年
で
結
成
10
年
に
な
る
が
、
近
々
解

散
す
る
と
い
う
。
結
成
時
に
、「
活
動
は
10

年
間
」
と
決
め
て
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
惜

し
む
声
も
少
な
く
な
い
が
、
惜
し
ま
れ
て
終

わ
る
の
が
、
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

歌
の
後
は
、
皆
で
企
画
展
を
見
学
し
、
長

崎
市
へ
と
向
か
っ
た
。
宿
は
、「
ベ
ス
ト
・

ウ
エ
ス
タ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
テ
ル
長
崎
」。

部
屋
で
ゆ
っ
く
り
す
る
間
も
な
く
、
午
後
６

時
か
ら
懇
親
会
。
東
京
か
ら
の
20
名
に
長
崎

組
の
20
名
が
加
わ
り
、
和
や
か
で
楽
し
い
宴

が
続
い
た
。
東
京
他
か
ら
行
っ
た
メ
ン
バ
ー

の
約
半
数
が
、
１
年
以
内
に
入
会
し
た
新
入

会
員
で
あ
っ
た
が
、
会
が
進
む
に
つ
れ
、
旧

知
の
ご
と
く
話
が
は
ず
み
、
閉
会
後
も
多
く

が
２
次
会
へ
と
…
。　
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

１
日
目
（
５
月
21
日
）

　

羽
田
空
港
へ
の
集
合
は
午
前
７
時
30
分
。

家
を
出
た
の
は
６
時
。
起
床
は
５
時
30
分
で

あ
る
。
夜
型
の
筆
者
な
ど
に
は
、
か
な
り
き

つ
い
時
間
だ
。
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
何

と
か
７
時
30
分
ぎ
り
ぎ
り
に
羽
田
空
港
の
集

合
場
所
に
着
く
と
、
加
賀
乙
彦
会
長
以
下
、

全
員
が
す
で
に
そ
ろ
っ
て
い
た
。

　

長
崎
空
港
は
、
明
る
い
初
夏
の
陽
光
の
中

に
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、貸
し
切
り
バ
ス
に
、

加
賀
会
長
・
加
藤
宗
哉
・
宮
辺
尚
・
高
橋
千

劔
破
の
三
幹
事
以
下
、
総
勢
で
21
名
が
集
ま

り
、
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
福
田
さ
ん
に

率
ら
れ
て
、
長
崎
市
外
海
町
の
「
遠
藤
周
作

文
学
館
」
へ
と
直
行
し
た
。

　

約
１
時
間
後
、
文
学
館
に
併
設
さ
れ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
何
は
と
も
あ
れ
「
ド
ロ
さ
ま

素
麺
」
を
食
べ
た
。
文
学
館
で
私
た
ち
を
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
本
木
治
文
学
館
長
ほ

か
学
芸
員
の
方
々
、
文
学
館
設
立
に
尽
力
さ

『沈黙』について語る
加賀乙彦会長
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◆主な記事◆
第
17
回
原
点
の
旅�

１
・
２
面

文
学
セ
ミ
ナ
ー�

３
面

長
崎
文
学
館
便
り�

４
・
５
面

「
か
ら
だ
」
番
記
者
レ
ポ
ー
ト
・

　
「
夕
映
え
作
戦
」
の
思
い
出　

７
面

町
田
市
民
文
学
館�

８
・
９
面

周
作
ク
ラ
ブ
長
崎�

10
・
11
面


